
ひだか剛氏、神奈川１８区（高津・宮前）で当選！

第３に、樋高候補を直接有権者に見
ていただく機会を徹底的につくって
いった、ということです。私たちも
驚いたのですが、じかに樋高候補に
会っていただくと、ほとんどの方が
「樋高ファン」になっていただけた
のです。時間的に限られた中ではあ
りましたが、駅頭や商店街、公園等
の人が集まる場所に出向き、直接的
なコミュニケーションの機会を多く
持つことに留意しました。
（事務局）
比例区の方の状況はいかがだったで
しょうか。
（堀添）
前回２０００年の総選挙における民
主党と自由党の得票率の合計は４２．
１％、今回は４２．２％ですから、

高津発

日本改革日本改革！！

ほりぞえ健ニュース
２００３年１２月号 No.７
民主党 ほりぞえ健事務所

（１）ほりぞえ健ニュース ２００３年１２月号

川崎市議会議員 ほりぞえ健

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ
ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年４月、川崎市議会議員に初当選。
●民主党神奈川県第18区総支部副幹事長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（中学１年）の３人家族

ったと思います。
（事務局）
選挙にあたり、留意された点につい
てお伺いしたいのですが。
（堀添）
そうですね。今回の選挙戦は、絶対
的に時間が不足していましたので、
焦点を絞り集中的な活動が必要でし
た。とくに私たちが訴えたのは、ま
ず第１に今回の総選挙は、政権交代
の選挙であり政策選択の選挙である
ということです。マニフェストを軸
に、民主党が政権を担った場合、私
たちの暮らしがどのように変わるの
かについて具体的にアピールしまし
た。マニフェストだけでも駅頭を中
心に万の単位で配付しましたが、特
徴的だったのは有権者の方がとりに
来ることが非常に多かったという点
で、政権選択、政策選択の選挙とい
うことに関心が集まっているのを実
感しました。
第２に、樋高候補は松沢成文神奈川
県知事、中田宏横浜市長の後継者で
あり、ともに政治改革を進めてきた
同志であるということを強調しまし
た。高津区についていえば、自民党
をはじめ他党支持者の中にも松沢知
事の支持者は少なくありませんので、
仮に比例は他党であったとしても、
小選挙区では樋高候補に投票してほ
しい、というお願いをさせていただ
きました。
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川崎市高津区下作延266  エスビル4階

（溝の口駅徒歩２分 高津区役所隣り）

電話 044-855-1479 FAX 044-855-1489
http://www.horizoe.com

E-mail: horiken@horizoe.com

小選挙区得票状況 得票数 得票率
計 高津 宮前 計 高津 宮前

ひだか 剛 （民主） 64,879  29,732  35,147     38.0%  36.3%  39.5%
やまぎわ大志郎（自民） 58,001  24,227  33,774     33.9%  29.6%  37.9%
小川 栄一 （無所属） 15,136  10,766   4,370      8.9%  13.2%   4.9%
平田 けいこ （無所属） 13,267   7,428   5,839      7.8%   9.1%   6.6%
むねた 裕之 （共産） 13,084   6,870   6,214      7.7%   8.4%   7.0%
竹村 英明 （社民） 5,610   2,534   3,076      3.3%   3.1%   3.5%
安済 清雄 （無所属） 875     277     598      0.5%   0.3%   0.7%

小選挙区投票率 計 高津 宮前
55.7%   54.4%   56.9%

（事務局）
１１月９日の総選挙の結果について、
どのように評価されていますか？
（堀添）
はい。樋高さんが第１８区の公認と
なったのが９月２４日、公示日であ
る１０月２８日の１ヶ月前でしたか
ら、非常に短い期間の活動でした。
公認が決まった日の前日も、旧選挙
区である横浜市港北区・都築区で駅
頭宣伝を行われていたそうですので、
選挙区の移動は、まさに晴天の霹靂
だったのではないでしょうか。それ
にもかかわらず、小選挙区で当選で
きたということは、全国３００小選
挙区の中でもトップクラスの結果を
だせた選挙であったと思います。
（事務局）
今回の選挙では、有名人がたくさん
応援にこられたのも印象的でしたね。
（堀添）
はい。私たちの側は、小沢一郎旧自
由党党首をはじめ、田中康夫長野県
知事、岡田克也幹事長、枝野幸男政
策調整会長、野田佳彦国会対策委員
長、そして松沢成文神奈川県知事、
中田宏横浜市長、浅尾慶一郎参議院
議員、平野貞夫参議院議員等々、多
くの方々に直接応援していただきま
した。自民党さんの側も、小泉首相、
安部幹事長等、多数の方々が応援に
こられていました。そういう意味で
も、双方が総力をかけた選挙戦であ

たけし
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ですので、仮に８割が山際候補に投票したと仮定すると、
３３．９％のうち１１．２％は公明党支持者からの得票
ということになります。残りは２２．７％、比例での自
民党の得票率は３１．１％ですので、自民党支持者のう
ち、３人に１人は小川候補に投票したということだと思
います。小川候補が強い地盤を持っている高津区だけで
同様に試算しますと、自民党支持者の票の半分は小川候
補に投じられている計算となります。
（事務局）
全国的にもいえることですが、自民党候補の当選に公明
党支持者が果たしている役割が大きくなっているという
ことでしょうか。
（堀添）
そうですね。高津・宮前でも、公明党支持者からの得票
抜きに、山際候補の比例復活当選はなかったと思います。
ただし、公明党の政策は、年金問題をはじめ、どちらか
といえば私たち民主党の政策に近いようにも思いますの
で、政権与党の中で公明党の発言権が大きくなることへ
の評価は、簡単にはくだせないかもしれません。
（事務局）
第１８区以外の状況はいかがでしょうか。
（堀添）
解散時、民主党の議席は１３７議席でしたので、１７７
議席は大躍進といえるかもしれません。しかし、私たち
は今回の総選挙を「政権選択の選挙」と位置づけてきま
したので、やはりなんとか２００議席に近いところまで
は持っていきたかった、というのが正直なところです。
神奈川県でみますと、解散時１１名だった代議士が１３
名（小選挙区当選８名、比例復活当選５名）へと２名増
の結果となりました。選挙区自体が１つ増えたことを考
えると、やはりもう一歩、という気がします。ただし、
政令指定都市である横浜市と川崎市をみますと、擁立し
た候補者の全員を当選（小選挙区当選６名、比例復活当
選５名）させることができましたので、この面では大き
な成果をあげることができたといえるのではないでしょ
うか。
全国的にみても、とくに大都市の選挙区を中心に、かな
り競り合って敗れているところが多くありましたので、
投票率がもう少し上がっていれば、結果は大きく変わっ
ていたかもしれません。
（事務局）
いよいよ来週には臨時国会が開催されます。今後の政局
の動向はいかがでしょうか。
（堀添）
保守新党が解党し自民党と合併したこともあり、自民党
は単独過半数の議席を確保しましたので、小泉政権が続
投することになると思います。しかし、イラクへの自衛
隊派遣問題や道路公団等、重要な政治課題が山積してい
る状態であり、展開によってはかなり流動化する可能性
も高いのではないでしょうか。いずれにせよ、日常的に
有権者に働きかける活動が重要になってくると思います。
また、地方分権の問題でいえば、自民党もマニフェスト
の中で「４兆円の国庫補助金の廃止・縮減、交付税見直
し、税財源委譲」を記載していますので、この動きがさ
らに加速されることになると思います。現在の補助金行
政の仕組み自体に、税金の無駄遣いと利権の構造が埋め
込まれていると言っても過言ではない状況がありますの
で、私も市議会議員の立場から、国政と連携した地方分
権、地方主権の推進を行っていくつもりです。
（事務局）
どうもありがとうございました。

（堀添）
残念ながら合併の相乗効果を大きく実現できるところま
でには到達できなかった、というのが実態だと思います。
自民党は前回の２０．３％が３１．１％へと躍進してお
り、公明党も１３．７％が１４．１％に増えていますが、
その分、社民党は１０．７％が４．５％に、共産党も１
３．１％が８．１％にそれぞれ得票率を落としています。
相乗効果が大きくなかった原因については今後詳細に分
析する必要がありますが、メディアでも報道されていま
すとおり、自由党に投票してくださっていた有権者に十
分なアプローチができていなかったのかもしれません。
また、比例での民主党の得票率は、小選挙区での樋高候
補の得票率よりも４ポイント強高くなっています。同じ
川崎市の選挙区である１０区（川崎・幸・中原）では、
逆に小選挙区の方が１．８ポイント高く、９区（多摩・
麻生）でも小選挙区の方が５．１ポイント高いことを考
えますと、準備期間が短かったことの影響が出ているよ
うに思います。ただし、実質的に１ヶ月間の活動であっ
たことを考えると、民主党の党本部も言っているように、
驚異的なスピードで樋高候補の認知度があがったという
ことが言えるのではないでしょうか。
なお、山際候補の得票率は３３．９％、比例での公明党
の得票率は１４．１％です。新聞報道によると、公明党
支持者のほとんどは自民党候補に投票しているとのこと

前ページからの続き

比例区得票状況 得票数 得票率
計 高津 宮前 計 高津 宮前

民主党 73,026  33,786  39,240  42.2%  40.8%  43.5%
自由民主党 53,700  25,285  28,415  31.1%  30.6%  31.5%
公明党 24,308  12,612  11,696  14.1%  15.2%  13.0%
日本共産党 13,986   7,293   6,693   8.1%   8.8%   7.4%
社会民主党 7,838   3,758   4,080   4.5%   4.5%   4.5%
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「私はこう思う」「私はこう思う」 ～～選挙戦を戦って、感想と抱負選挙戦を戦って、感想と抱負

選挙に参加しての感想 Ｋ．Ｈ(メーカー勤務)

「樋高当選！」の速報に胸をなでおろした気持ちでし
た。今まで改革のうねりをつくり出した松沢県知事、中
田市長の改革の波をここで断ち切らせてはならないとい
う思い、立候補表明して日が浅いという樋高候補の悪条
件をなんとか克服して、改革の波をつなげていきたいと
いう思いを抱いたのは、私一人ではなかったと思います。
「政権選択選挙」とか「マニフェスト選挙」といわれ

ていましたが、街頭でも、今までビラ等を取らなかった
ような茶髪の若者や若いご夫婦もマニフェストを取りに
くる状況があり、政策で考えてみようという主権者の成
熟が感じられました。
選挙期間中は、名簿での電話かけの仕事を受け持ちま

した。マニフェストを読んでいる人は、私の実感では半
分くらいはいたように思います。また、相手からの年金
問題に対する質問も多く、民主党と自民党とのマニフェ
ストの違いがストンと入っていきました。
しかし、自民党内が内部分裂したという条件が樋高氏

にプラスに働いたこともあり、次点候補と７千票弱の差
での当選となりました。今回投票してくださった方、ま
た誰に入れようか迷って結局行かなかった方、社民党や
共産党に入れていた方で今回悩んでいた方、公明党の方
はどうされたのか、等々。今後の課題は山積み。
もう、次にむけた組織戦がはじまっています。「市政

に参加する会」の参加者として、今回の成果を蓄積して
いくよう努力したいと思います。

ボランティアとして Ｋ．Ｎ(カウンセラー)

初めての国政選挙にボランティアとして楽しく参加す
ることができました。最初は樋高さんが１８区に来られ
て勝てないのではないか、と思っていましたが、地方議
員さん達の活動、地方議員さんたちについている支持者
の方々の活動、ボランティアの方々の必勝への思い、私
としては本当に敬服する思いです。
また、駅頭などでマニフェストを上にかざしているだ

けで有権者の方々が「ください」と自ら取りに来てくれ
る人が多いのには手ごたえを十分感じ取りました。樋高
さんの人柄にも皆さん応援したのと、候補者のまわりの
スタッフ、ボランティア、支援者の方々の有権者への働
きかけが勝利へと導いたのだと思います。
これだけの大掛かりな選挙に参加したのは初めてです

が、これからも川崎市の市政などに参加させてもらいな
がら、私なりに社会貢献できることをしていきたいと思
います。

選挙に参加して Ｔ．Ｙ(イラストレーター)

選挙のボランティアへの参加は４月の堀添市議の選挙
以来となります。衆議院総選挙ということで小沢氏、田
中氏、松沢氏と沢山の方がこの溝の口駅へ来られました。
さて、私の今回の選挙での感想ですが、とにかく若い方
の関心が非常に高く、私のところへ「民主党のマニフェ
ストください！」と本当に多くの若者がやってきました。
特に、渋谷系ファッションのお兄ちゃん達が貰いに来て
くださったのは非常に印象に残っています。また、本当
に生活の苦しい方が、この溝の口には非常に多いという
印象が非常に強かったです。小泉内閣への不満を私のよ
うな若造ボランティアに５分間！５分間もですよ？嘆願
をされる方が多く、その内容を是非とも候補に知らせて
欲しいとのことでしたのでメールで樋高氏のほうへご要
望をお送りいたしました。樋高氏もしっかり読んでくだ
さって当方へお返事も頂きました。高津・宮前の市民の
為にも樋高議員には国会で頑張って頂きたいです。

楽しかったですね Ｔ．Ａ(メーカー勤務)

皆様お疲れ様でした。樋高さん当選して良かったです
ね。自分のお手伝いも多少の役に立ったかなと思い、
ほっとしています。選挙運動には初めて参加したのです
が、予想以上に大勢の人達が活動していることに改めて
ビックリしました。ビラ撒きでは終盤になるほどマニ
フェストへの関心が高まるのがわかり、今回の選挙の大
事さが伝わりつつあると思いました？しかし一方では、
相変わらず選挙そのものに無関心という人が半数いたの
も事実です。電話掛けではこちらの話題へ引き込む難し
さを痛感しました。自然体で関心を誘うことができるよ
うになればと思います。もっと大事なのは普段の活動だ
と思いますから、事務所が溜まり場になっているという
のが良いんでしょうね。またお手伝いさせてください。

選挙戦の感想 Ｓ．Ｋ(ジャズベーシスト)

まず、地元の選挙戦で勝利できてほっとしています。
選挙活動にたずさわった方々、大変ご苦労さまでした。
しかし、私としては多くの仲間も同感でしょうが、私た
ちの選挙戦での目的が樋高候補の当選に限らず、政権交
代を目指したものだから、その点いまだ志ならずの思い
です。
何が足りなかったのか。
今回の｢マニフェスト｣選挙では、細川政権以来の１０

年の成果である・マニフェストの提示・自由党と民主党
の合併で、『ボ－ルは有権者に投げらて』いたわけです。
だから、民主党の力不足、ということは私達主権者の言
うべき言葉ではないでしょう。
政治家と有権者をつなぐ層の未成熟と力不足のことこ

そ、私達の反省点とするべきことだと考えています。

有権者の今後の課題 Ｍ．Ｋ(特許事務所勤務)

来年夏の参議院選挙までの有権者の課題は、第１に与
党自民党の「マニフェスト」実現の監視であり、第２に
民主党の「マニフェスト」を政権交代可能なより具体的
でよりわかり易いものに進化させることに参加すること
であると思います。私たち有権者は、今年春の統一地方
選での「マニフェスト」登場と、「政権選択選挙」への
進行を経験する中から、失われた１０年が「小選挙区制
の導入から二大政党制・政権選択選挙の準備期間」とな
ることを実感しているのではないだろうか。

※紙面スペースの都合により、お寄せいただきましたすべての感想を掲載できないことをお詫び致します。



日時：２００３年１１月２２日（土）
午後１時半から４時まで。

場所：てくのかわさき
溝の口駅徒歩５分 ０４４－８１２－１０９０

（マルイの先です。神奈川県合同庁舎隣）

（４）ほりぞえ健ニュース ２００３年１２月号

第６回第６回 「川崎市政に参加する会」のご案内「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。
一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の

あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。
毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して

おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第６回 １１月２２日 てくのかわさき

「総選挙で国民は何を選択したか」

第７回 １２月２３日 高津市民館

「川崎のゴミ行政を考える」

第
四
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
五

九
・
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
予
想
外
の
低
投
票

率
の
中
、
民
主
党
が
改
選
時
よ
り
４
０
議
席
増
や

し
た
の
は
善
戦
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

れ
だ
け
「
政
権
選
択
選
挙
」
と
マ
ス
コ
ミ
で
喧
伝

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
に
行
く
層
の
中

で
投
票
行
動
に
変
化
が
あ
っ
た
も
の
の
、
投
票
に

行
か
な
い
層
と
の
二
極
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
る

よ
う
に
思
え
て
気
が
か
り
だ
。
政
治
に
関
す
る
情

報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
（
で
き
る
）
人
々
と
、
そ
う

し
な
い
（
で
き
な
い
）
人
々
と
、
い
っ
そ
う
分
化

し
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
／
例
え
ば
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
許
さ
れ
な

い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
と
き
に
あ
る
。
「
政
治
的
な
も

の
は
一
切
禁
止
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
の
人
が
住
ん

で
い
る
の
で
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
律

ポ
ス
ト
に
入
れ
る
の
は
禁
止
と
い
う
の
は
お
か
し

く
な
い
か
。
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
も
の
が
必
要

か
ど
う
か
は
、
個
々
人
が
自
分
で
判
断
す
べ
き
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
各
党
の
主
張
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
か
ら
い
い
」
と
い
う
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
可
能
で
な
い
人

も
い
る
は
ず
だ
。
他
者
の
状
況
に
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
や
が
て
自
分
の
権
利
も

奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
政
治

家
側
も
、
よ
り
多
く
の
人
に
政
策
を
伝
え
る
努
力

を
す
べ
き
だ
が
、
有
権
者
の
側
も
た
だ
待
っ
て
い

る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
。
／
そ
ん
な
中
、
四
月
の

統
一
地
方
選
に
引
き
続
き
、
候
補
者
参
加
に
よ
る

討
論
会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
価
す
る
。
積

極
的
に
情
報
を
得
よ
う
、
さ
ら
に
そ
れ
を
よ
り
多

く
の
人
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
場
が
、
市
民
の
側

か
ら
設
定
さ
れ
た
の
だ
。
主
催
者
の
苦
労
は
大
き

か
っ
た
と
思
う
。
来
夏
に
は
参
議
院
選
挙
が
行
な

わ
れ
る
。
私
た
ち
も
、
そ
う
し
た
場
の
準
備
に
関

わ
っ
た
り
、
周
り
の
人
を
誘
っ
て
参
加
し
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
／
今
回
、
「
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」
に
よ
る
論
議
で
、
政
治
的
関
心
は
確
か
に

一
定
程
度
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
用
意
さ
れ
た
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
ぶ
だ
け
な
ら
ば
、
主
権
者
と
し
て

十
分
と
は
言
え
ま
い
。
引
き
続
き
支
持
政
党
の
政

策
に
注
目
し
、
そ
れ
を
よ
り
豊
か
に
す
る
働
き
か

け
を
行
な
う
と
と
も
に
、
政
権
与
党
に
つ
い
て
は

そ
の
実
現
の
度
合
い
を
し
っ
か
り
監
視
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
選
挙
が
終
わ
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
き

る
の
は
選
ば
れ
た
政
治
家
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

有
権
者
で
も
あ
る
の
だ
。

（
事
務
局
ゆ
）

政治資金ご寄付のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
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地元から日本改革を実現するために、皆様の温かい
ご支援をお願い申し上げます。

新事務所のご案内新事務所のご案内
新しく事務所を開設致しました。溝の口駅
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